
 
 JR烏山線を基軸とした地域交流の拡大を目的に、沿線地域の地域資源を市民ワークショップの開催により抽出した。抽出された132件
の地域資源は、市民が共有する地域の魅力情報であり、昭和5年と現代という時代を隔てた“地域の魅力”“地域の誇り”である。これら
の地域資源を活用した取り組みとして、地域資源を巡るフットパスについて検討した。フットパスとは、イギリスが発祥とされる“地域の
散策を目的とした歩く小径”のことである。曰く、“森林や田園・古い町並みなど昔からあるありのままの風景を楽しみながら歩く”こと
を指している。そこで、“JR烏山線沿線の地域資源の活用による地域交流”として、市民ワークショップで抽出した132件の地域資源に
ついて烏山線を構成する8駅エリアに区分し、その60％強を占める旧烏山町エリアを中心に3つのコースを設定した。そして、フットパス
の開催機会を重ねていくことを念頭に、フットパス参加者の情報提供により随時刷新していく『地域資源回遊マップ』の製作を行うことと
した。そのため、参加者には、①地域資源までの時間・距離、②訪ねた地域資源の感想＆紹介文、③地域資源のイラスト・スケッチの応募
をお願いした。また、フットパスに際して、訪ねる地域資源の案内や情報をまとめた資料を配布した。 
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フットパスの企画と開催① 
フットパスの概念とその目的 

ＪＲ烏山線を基軸とした地域交流の拡大に向けた取り組み 
       ～『烏寶線鉄道唱歌』の解明成果と『地域資源回遊マップ』の製作過程を踏まえて～ 

■当日、参加者の皆さんに資料を配り、次のようなお願いをしました。 

■フットパスでは、烏山の歴史・文化や固有の地域資源に触れ、この地域の豊かさや魅力を体感してもらいました。 

＜フットパス当日の様子です＞ 

■時間・距離の測定の準備（歩幅の測定） 

図1 回遊資源とその位置 


